
五
〇
歳
お
め
で
と
う

九
月
八
日
に
創
立
一
五
〇
周
年
記
念

式
（
集
会
）
を
行
い
ま
し
た
。
式
で
は
、

本
宮
小
の
一
五
〇
年
の
歴
史
に
つ
い
て

学
ん
だ
り
、
卒
業
生
の
思
い
出
を
聞
い

た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
児
童
を
代
表
し

て
六
年
生
が
未
来
に
向
け
て
の
思
い
を

発
表
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
伝
統
あ
る

校
歌
を
声
高
ら
か
に
歌
い
ま
し
た
。

○
本
宮
小
の
歴
史
（
お
も
な
も
の
）

〈
明
治
時
代
〉

・
明
治
六
年
九
月
九
日

本
宮
小
学
校
創
立
（
南
町
裡
五
三
）

・
明
治
三
十
四
年
七
月
七
日

二
階
建
て
校
舎
新
築
（
現
在
地
）

〈
大
正
時
代
〉

・
大
正
三
年
五
月
二
十
一
日

児
童
の
帽
章
と
し
て
徽
章
を
制
定

・
大
正
五
年
二
月
二
十
一
日

本
宮
小
学
校
校
歌
制
定
（
作
詞

黒

沢
教
一

作
曲

中
田

章
）
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学校だより

〈
昭
和
時
代
〉

・
昭
和
十
六
年
四
月
一
日

本
宮
町
民
学
校
と
改
称
（
待
避
訓
練
、

防
火
訓
練
、
勤
労
奉
仕
な
ど
行
う
）

・
昭
和
二
十
二
年
四
月
一
日

本
宮
町
立
本
宮
小
学
校
と
改
称

翌
年
、
給
食
（
脱
脂
粉
乳
）
開
始

・
昭
和
四
十
年
十
二
月
二
十
六
日

劇
映
画
「
こ
こ
ろ
の
山
脈
」
完
成

母
子
像
が
贈
ら
れ
る
（
東
校
舎
玄
関
）

・
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日

鉄
筋
三
階
建
て
（
普
通
教
室
、
特
別

教
室
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
）
新
築

・
昭
和
四
十
七
年
二
月
二
十
六
日

屋
内
運
動
場
（
体
育
館
）
新
築

・
昭
和
四
十
八
年
九
月
九
日

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行

〈
平
成
時
代
〉

・
平
成
十
一
年
三
月
十
八
日

本
宮
小
学
校
・
本
宮
ま
ゆ
み
小
学
校

分
離
分
割
式

・
平
成
二
十
年
二
月
十
九
日

東
校
舎
大
規
模
改
修
工
事
完
了

・
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
九
日

西
校
舎
、
南
校
舎
新
築

・
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
日

第
二
校
庭
完
成

（
令
和
時
代
）

・
令
和
元
年
十
月
十
三
日

台
風
十
九
号
接
近
に
伴
う
大
雨
で
市

内
浸
水
（
本
宮
小
は
避
難
場
所
に
な
る
）

・
令
和
四
年
十
二
月
八
日

第
三
校
庭
工
作
物
（
水
道
等
）
設
置

○
卒
業
生
の
話
（
司
会
：
宗
像
Ｃ
Ｓ
会
長
）

（
小
学
生
時
代
の
思
い
出
）

・
「
学
校
か
ら
帰
る
と
、
夕
方
遅
く
ま
で

よ
く
遊
ん
だ
。
鬼
ご
っ
こ
や
缶
蹴
り
、

ミ
ニ
ス
キ
ー
（
竹
ス
キ
ー
）
を
し
た
。」

・
「
大
き
い
子
か
ら
小
さ
い
子
ま
で
異
学

年
で
仲
良
く
遊
ん
だ
。
小
さ
い
子
用
の

特
別
ル
ー
ル
が
あ
っ
た
。」

（
今
と
昔
の
ち
が
い
）

・
「
子
ど
も
の
数
が
多
か
っ
た
。
全
校
で

千
人
以
上
。
一
ク
ラ
ス
四
十
五
人
近
く

い
て
、
教
室
は
す
し
詰
め
状
態
だ
っ
た
。」

・
「
給
食
は
お
も
に
パ
ン
（
コ
ッ
ペ
パ
ン
）

で
一
週
間
に
一
度
麺
が
出
た
。」

・
「
栄
養
不
足
を
補
う
た
め
、
肝
油
ド
ロ

ッ
プ
な
ど
を
食
べ
て
い
た
。」

（
後
輩
に
伝
え
た
い
思
い
）

・
「
親
孝
行
が
で
き
る
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
（
親
が
喜
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
た
く
さ
ん
で
き
る
と
い
い
）
。」

・
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
な
ど
、
便
利

な
世
の
中
だ
が
、
機
械
に
使
わ
れ
な
い

で
上
手
に
使
い
こ
な
し
て
ほ
し
い
。」

・
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
自
分

で
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。」

○
児
童
代
表
の
言
葉
（
六
年
生
）

・
「
今
年
本
宮
小
学
校
は
一
五
〇
周
年
を

む
か
え
ま
し
た
。
ぼ
く
は
そ
れ
を
知
っ

て
、
そ
ん
な
昔
か
ら
こ
の
学
校
が
あ
っ

た
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
戦
争
の
時
代
に
も
こ
の
学
校
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
爆
撃

な
ど
で
、
こ
の
学
校
が
こ
わ
れ
な
く
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

こ
の
歴
史
あ
る
本
宮
小
学
校
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。
特
に
校
舎
を
大

切
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
使

っ
て
い
る
教
室
や
体
育
館
、
理
科
室
な

ど
を
使
う
時
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
て

い
ね
い
に
使
っ
た
り
、
掃
除
の
時
に
も

き
れ
い
に
し
て
い
き
ま
す
。
昔
と
今
で

建
物
は
ち
が
っ
て
も
、
一
五
〇
年
見
守

っ
て
く
れ
た
校
舎
に
感
謝
の
気
持
ち
を

も
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。」

・
「
ぼ
く
は
本
宮
小
学
校
の
歴
史
が
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
本
宮

小
学
校
は
明
治
時
代
に
つ
く
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
校
門
に
あ
る
本
宮
小
学

校
と
書
か
れ
て
い
る
ひ
石
は
、
一
五
〇

年
分
の
児
童
を
見
守
り
、
戦
争
中
も
あ

そ
こ
に
建
っ
て
い
た
こ
と
を
思
う
と
、

た
く
さ
ん
歴
史
が
重
ね
ら
れ
て
い
て
す

ご
い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
と
て

も
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。
本
宮
小
学

校
の
歴
史
を
知
ら
な
い
人
も
い
る
と
思

う
の
で
、
少
し
で
も
本
宮
小
学
校
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
ぼ
く

た
ち
も
一
五
〇
年
の
卒
業
生
と
し
て
こ

の
歴
史
を
受
け
継
い
で
、
本
宮
小
学
校

の
よ
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。」


